
 

2004年 6月 3日 

独立行政法人 理化学研究所 

 

理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC） 

- 第 5 回会議の開催 - 

 独立行政法人理化学研究所（野依良治理事長）は、6月 7日から 9日までの 3日間、

外部評価機関である『理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC:RIKEN 

Advisory Council）』の第 5回会議を開催します。 

 RAC は、平成 5 年より理化学研究所が自発的に行っている外部専門家による機関

評価制度であり、理研の活動全般、とりわけ全所的な経営の状況・方針を評価し、理

事長に対して助言を行うものです。原則として 2－3年毎に開催されてきています。 

 今回の RAC委員は、ノーベル賞受賞者・ユアン・T・リー氏（1986年、化学賞受

賞）を含む、研究機関等の運営の経験を有する世界的な科学者、有識者 18 名（日本

人 8 名、外国人 10 名）（別添 1）で構成されています。野依理事長着任後初の RAC

であり、同理事長が示している研究所経営上のイニシアティブなどが主な議題となる

予定です。なお、会議の結果は、報告書がまとまりしだい、公表します。 

 今回の会議開催に当たり、会議冒頭を公開（6 月 7 日の 9 時 30 分から 5 分程度）

します（別添 2）。 

 

 

RACについて 

(1) 理化学研究所では、かねてより個々の研究活動、研究プログラムごとの外部評

価を進めてきました。一方、各研究組織の運営に関しては、個別にアドバイザ

リー・カウンシルを設けて助言を求めています。これに対し RACは、理化学研

究所全体としての活動と運営に関し助言を求めるものです。 

 

(2) RACはこれまでに 4回（平成 5年、平成 7年、平成 10年、平成 12年）開催※1

され、理研が優れた研究成果を挙げていること、研究活動を評価する制度を備

えていること、優れた研究設備を整備するとともに外部研究者への開放を積極

的に進めていることなどが高く評価されました。一方、「定年制研究員の採用方

法の改善」、「若手の定年制研究員が独自の研究プロジェクトを主宰できるよう

な仕組みの整備」、「外国人研究者の支援業務の拡充」「研究戦略策定のための

プライオリティー委員会の設置」などについて助言がなされ、理研ではこれら

の助言を踏まえ様々な改善策を講じてきました。 

 

(3) RACの委員は、理研の各研究組織毎のアドバイザリー・カウンシルの委員長、

および各分野の学識経験者の方々に依頼しました。議長には前回に引き続きヘ

ンリー・G・フリーセン（Henry G. Friesen）教授（ゲノム・カナダ議長）が指

名されました。我が国の科学技術政策における理研の位置付け、前回の会議以

来、理研が講じてきた施策、野依理事長が示している研究所経営上のイニシア

ティブを説明するとともに、理研の活動全般を改めて評価し、さらなる発展の



 

 

ために助言がなされることを期待しています。 

 

 

（問い合わせ先） 

独立行政法人理化学研究所 

経営企画部 評価推進課 

課長  内田  理之 

Tel : 048-467-9220 / Fax : 048-467-8091 

 

（報道担当） 

独立行政法人理化学研究所 

広報室  駒井 秀宏 

Tel : 048-467-9272 / Fax  : 048-462-4715 

Mail : koho@riken.jp 

 

 

<補足説明> 

※1 第 3回、第 4回の報告は、下記 PDFに掲載されています。 

第 3回（:理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC）第 3回会議とその報

告書について） 

第 4回（:第 4回理化学研究所アドバイザリー・カウンシル（RAC）会議の報告書

について） 



 

 

別添 1 

第 5 回理研アドバイザリーカウンシル(RAC) 委員メンバー 

(June 7－9, 2004) 

＊： RAC議長  

＋： 欠 席 者  

 

1） ＊ ヘンリー・G・フリーセン 

／ゲノムカナダ議長、マニトバ大学特別名誉教授/同大学先端医療センターシニアフェロー 

《Dr. Henry G. Friesen (Medicine: Endocrinology) 

Chair, Board of Directors, Genome Canada, Canada  

Distinguished Professor Emeritus, Senior Fellow of Centre for Advancement of Medicine, 

University of Manitoba, Canada》 

2） 福山 秀敏 （ふくやま ひでとし） ： 中央研究所および播磨研究所ＡＣ議長 

／東北大学金属材料研究所教授、東京大学物性研究所前所長 

《Prof. Hidetoshi Fukuyama (Basic Solid States Science) 

Professor, Institute for Materials Research, Tohoku University, Japan 

Former Director, Institute for Solid State Physics, the University of Tokyo, Japan 

Chair of Institute Laboratories Advisory Council (ILAC)》 

3） 生駒 俊明 （いこま としあき） ： フロンティア研究システムＡＣ議長 

／一橋大学大学院国際企業戦略研究科客員教授、 

日本テキサス・インスツルメンツ株式会社前代表取締役社長 

《Prof. Toshiaki Ikoma (Electronics) 

Guest Professor, Graduate School of International Corporate Strategy, Hitotsubashi 

University, Japan  

Former President, Texas Instruments Japan Ltd. 

Chair of Frontier Research System Advisory Council (FRAC)》 

4） ザック・W・ホール ： 脳科学総合研究センターＡＣ議長 

／南カリフォルニア大学ケック医学研究院上席副学長（研究担当）、 アメリカ・国立衛生院

神経疾患・脳梗塞研究所 元所長 

《Dr. Zach W. Hall (Neuroscience) 

Senior Associate Dean for Research, Keck School of Medicine, University of Southern 

California, USA 

Former Director, National Institute Neurological Disorders and Stroke, NIH, USA 

Chair of Brain Science Institute Advisory Council (BSAC)》 

5） 永井 克孝 （ながい よしたか） ： バイオリソースセンターＡＣ議長 

／三菱化学生命科学研究所名誉所長、三菱化学株式会社相談役、東京大学名誉教授 

《Prof. Yoshitaka Nagai (Biochemistry) 

Honorary President, Mitsubishi Kagaku Institute of Life Sciences, Japan 



 

 

Advisor, the Mitsubishi Chemical Corporation, Japan Professor Emeritus, the University 

of Tokyo, Japan 

Chair of BioResource Center Advisory Council (BRAC)》 

6） 西村 暹 （にしむら すすむ） ： ゲノム科学総合研究センターＡＣ議長 

／萬有製薬株式会社専務取締役・つくば研究所名誉所長 

《Dr. Susumu Nishimura (Biology) 

President Emeritus, Banyu Tsukuba Research Institute, Banyu Pharmaceutical Co., Ltd, 

Japan 

Chair of Genomic Sciences Center Advisory Council (GSAC)》 

7） ＋ シャン・ファ・ヤン ： 植物科学研究センターＡＣ議長 

／カリフォルニア大学デービス校野菜園芸学部名誉教授 

《Prof. Shang Fa Yang (Plant Science) 

Professor Emeritus, Dept. of Vegetable Crops, University of California, Davis, USA  

Chair of Plant Science Center Advisory Council (PSAC)》 

佐藤 文彦（さとう ふみひこ） 

／京都大学大学院生命科学研究科教授：ヤン（Yang）教授の代理 

《(Acting Member)  

Prof. Fumihiko Sato (Plant Molecular and Cellular Biology) Professor, Graduate School 

of Biostudies, Kyoto University, Japan 

Co - Chair of Plant Science Center Advisory Council (PSAC)》 



 

 

別添 2 

第 5 回理研アドバイザリー・カウンシル スケジュール 

 

【会議第１日目】(会議冒頭 9:30から 5分程度を公開します) 

6月 7日(月) 

 

【第４回 RAC 勧告に対する対応と今後の理研の運

営方針についての議論・研究室見学】 

 

 

9:30-9:50 

 

9:50-9:55 

 

9:55-10:55 

 

11:15-12:15 

 

 

13:45-15:15 

 

14:00-18:00 

開会の辞（RAC への付託事項の確認） 

- 野依理事長 

タイムテーブルの確認 

- フリーセン議長 

日本の科学技術政策と理研 

- 大熊理事 

理研の概要および第４回 RAC 勧告に対する理研の

対応 

- 小川理事 

今後の理研の経営方針について 

- 野依理事長 

研究室見学 

理研和光本所 

統合支援施設会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理研和光キャンパス 

【会議第２日目】 

6月 8日(火) 

 

【理研各センターおよび ACからの報告・議論】 

各センター長および各センターAC 議長からの報

告・議論 

- 各センター長等および AC議長 

・中央研究所および播磨研究所 

・フロンティア研究システム 

・脳科学総合研究センター 

・バイオリソースセンター 

・ゲノム科学総合研究センター 

・植物科学研究センター 

・遺伝子多型研究センター 

・免疫・アレルギー科学研究センター 

・発生・再生科学研究センター 

 

RAC委員のみによる議論 

 

パレスホテル 

【会議第３日目】 

6月 9日(水) 

10:00-16:00 

16:00-16:30 

 

16:30 

【最終議論および理事長への報告】 

RAC委員のみによる議論 

RAC議長から理事長への報告 

- フリーセン議長 

閉会 

- 野依理事長 

 

パレスホテル 

 


